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≪神戸市ものづくり工場指定管理者≫ 
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⑶ 指摘事項 

① 指定管理者協定書に基づいた事務処理を

するべきもの 

ア 業務の一部を第三者に請負わせる際に

本市の事前承諾を受けるべきもの 

指定管理者協定書では，指定管理者は， 

指定管理業務の執行にあたり，当該業務

の全部又は大部分を一括して第三者に委

託し，又は請け負わせてはならず，業務

の一部を第三者に委託し，又は請け負わ

せる場合は事前に本市の承諾を受けるこ

ととなっており，その際，当該契約書の

写し等を本市に提出しなければならない

とされている。 

指定管理者は，その構成員が指定管理 

業務のうち建物管理業務を担当し，この

うちエレベータ，中央監視装置の保守点

検など一部の業務はそれぞれ請負契約を

締結して専門業者に発注している。しか

しながら，当該請負契約に係る事前の本

市の承諾，及び請負契約書の写しの提出

については確認できなかった。 

指定管理者は，指定管理者協定書に基 

づいて適正な事務処理を行うべきであ

る。また，本市所管局は適正な事務処理

をするよう指定管理者を指導するととも

に，当該請負の内容を確認するべきであ

る。 

 

 

 
 
 
平成 30年度より，再委託承諾申請書

及び添付資料として契約書等の写しの

提出を受け，本市において内容確認の

うえ，一部業務の再委託について承諾

している。 
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⑵ 意見 

① 指定管理業務に係る共同事業体構成員間

の契約について 

指定管理者は，応募時に構成員間で締結 

したうえ本市に提出した共同事業体協定書

（出資割合の規定なし）の他に，各構成員 

の分配額等を規定するため，同協定書第 9

条に定める職務分担表に記載した構成員の

担当業務のうち施設の維持管理に関する業

務（設備管理・清掃・植栽管理・警備の各

 
平成 30年度より，共同事業体の構成

員間で事務分担に関する覚書を取り交

わしている。 

 
措置済 
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業務及び事務管理業務）に関して，共同事

業体の代表者から構成員への業務委託契約

を締結していた。 

しかし，この委託対象業務は共同事業体 

協定書第 9条（構成員の職務分担及び責任）

の規定によると構成員の担当業務とされて

おり，改めて委託契約を締結する意義はな

いと考えられる。 

指定管理者は，共同事業体協定書の規定 

内容に基づいて，当該契約書に規定されて

いる内容に関しては構成員間で詳細部分に

関する協定等を別途締結するなど，委託契

約以外の方法による対応を検討されたい。 
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